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保育園利用者を対象とした乳幼児連れの人々の移動の現状に関する基礎的研究 
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１．はじめに 

近年、わが国では少子化問題が深刻化しており、子育て

環境の向上が求められている。このことは、交通分野につい

ても例外ではなく、乳幼児連れの人々が快適に移動できる

交通環境を創出することは重要な課題のひとつであるといえ

る。 

本テーマに関する既往研究 1)～6)についてみると、その実

績は非常に乏しい。また、そのほとんどは、関東・関西の大

都市圏を調査対象地域としたものであり、公共交通利用を前

提としたものとなっている。 

そこで本研究は、こうした大都市圏に比してマイカー依存

度が高い地方都市を対象とし、アンケート調査を実施するこ

とにより、乳幼児連れの人々の移動実態とその意識を把握

することを目的とする。なお、本稿では保育園利用者を調査

対象としており、すなわち、仕事を持つ人々を分析対象とし

ている。 

２．調査概要 

アンケート調査は、福岡市中央区、西区、城南区の保育

園 9 か所を対象とし、平成 22 年 11 月に実施した。調査票の

配布・回収は保育園の協力により保護者への連絡帳に挟み

込むことで行った。配布部数は 870 部であり、回収部数は

452 部で回収率 52.0％であった。回収部数の 452 部の被験

者の居住地の内訳は、城南区 190 部、西区 142 部、中央区

67 部、その他の区が 53 部である。調査項目は表 1 に示すと

おりである。 

表 1 アンケート調査項目 

個人属性 

性別, 年齢, 就業, 住まい, 家族構成,

最寄り駅の有無, 食材の宅配利用状況,

自家用車の有無 

外
出
先
別
の
交
通
状
況

買い物に行く場合 
利用スーパー名, スーパーまでの距離,

スーパーの交通手段 

保育園の送迎の場合 
保育園までの距離, 保育園までの交通

手段, 保育園の送迎時間 

レジャーの場合 主な交通手段 

病院へ行く場合 主な交通手段 

運転状況・満足度 
運転中気をつけること, スーパーの駐車

場利用満足度, 駐車後の利用満足度 

３．調査結果 

(1) 居住区別の交通手段 

図 1～図 3 は、居住区ごとの乳幼児連れの人々の主な交

通手段を目的別に示している。 

都市部である中央区ではマイカーの利用割合はさほど高

くないものの、公共交通の利用割合は低く、自転車の利用が

高い傾向にあることがわかる。また、最も郊外に位置する西

区では、すべての交通目的において、大部分がマイカーを

利用しており、公共交通の利用割合は非常に低い結果とな

った。 

レジャーについてみると、居住区に関係なくマイカーの利

用率が高い結果となっている。すなわち、地方都市において

は、都心部であっても、レジャーにはマイカーを利用する傾

向が強いといえる。ここで、レジャーについては「同乗」の割

合が高いが、本調査の被験者の多くは女性であり、レジャー

時は夫が運転するケースが多いことがその理由として考えら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 西区居住者の交通手段 

図 1 城南区居住者の交通手段 

図 3 中央区居住者の交通手段 

(N=190) 

(N=142) 

(N=67) 
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(2) 買い物時における駐車場の利用満足度 

以下の分析は、回収枚数 452 部中、買い物等の駐車時の

満足度に回答のあった 305 部について示す。 

図 4 は、マイカーをスーパー等に駐車する際の満足度を

示している。図より、不満・やや不満の割合は2割程度である

ことがわかる。また、図 5 は駐車後の移動の際の満足度を示

している。図より、全体的に不満・やや不満の割合は低いが、

「雨天時の駐車場と店の間の移動の快適性」の満足度が他と

比べて低い結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 居住区別の買い物時における駐車に関する満足度 

図 6 は、居住区別の満足度について示している。図より、

居住区により満足度が異なり、特に「駐車スペースの広さ」に

ついては都心である中央区の満足度が低くなっていることが

わかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4） 居住区別の駐車後の利用満足度 

図 7 に居住区別の駐車後の利用満足度を示す。図より、

居住区により満足度が異なり、特に「雨天時の駐車場と店の

間の移動の快適性」については中央区の満足度が低くなっ

ていることがわかる。その理由として、都心部では郊外部に

比して駐車スペースが狭いことがあげられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

本研究では、保育園利用者を対象にアンケート調査を実

施し、乳幼児連れの移動実態とその意識について分析した。

その結果、都心部においては比較的マイカーの利用割合は

低いものの、かなりの割合がマイカーを利用しており、郊外

部では大部分がマイカーに依存している実態を確認した。こ

のように地方都市においては、マイカーへの依存度が高い

ことから、乳幼児連れの人々の移動支援についてもマイカー

利用を前提とした施策の検討も必要であるといえる。 

また、マイカーで買い物に行く際の駐車に関する満足度

については、満足度は比較的高いものの、地区によりその割

合に差があることが分かった。 

今後の課題として、居住区別の満足度の相違について、

その背景を詳細に分析することが挙げられる。 
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図 4 買い物時の駐車に関する満足度 

図 5 買い物時における駐車後の満足度 

図 6 居住区別の駐車においての満足度  

図 7 居住区別の駐車においての満足度  
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